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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】重い鋼材を強固に固定することができて且つ安
全性に優れた鋼材支持具を提供する。
【解決手段】上面から底面に貫通する貫孔部が設けられ
た第１の支持具と、該第１の支持具の上面又は底面に溶
接される断面コ字形状の第２の支具からなることとする
。第２の支持具の端部が鋼材Ｘに接することにより鋼材
支持具が回転することがないので、横揺れに強い鋼材支
持具となる。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
上面から底面に貫通する貫孔部が設けられた第１の支持具と、前記第１の支持具の上面又
は底面に溶接される断面コ字形状の第２の支持具からなることを特徴とする鋼材支持具。
【請求項２】
前記貫孔部は、前記第２の支持具の端部同士を結んでなる線分を高さ方向にのみ平行移動
した線分が前記貫孔部の前記第２の支持具に対して最も開放面側の一点に接する位置に設
けられていることを特徴とする請求項１に記載の鋼材支持具。
【請求項３】
前記第２の支持具は端部に向かって、高さ方向の厚みが薄くなっていくことを特徴とする
請求項２に記載の鋼材支持具。
【請求項４】
前記貫孔部にボルトを挿入してナットにより締め付け固定することを特徴とする請求項１
～請求項３のいずれか１項に記載の鋼材支持具。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、鋼材と鋼材とを固定する鋼材支持具に関するものであり、特に重い鋼材を強
固に固定する鋼材支持具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来において鋼材と鋼材とを固定する場合には、図７に示すような一枚の部材を屈曲させ
てなる鋼材支持具をボルトで取り付けたり、鋼材と鋼材とを溶接したりしていた。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
しかし、図７に示す鋼材支持具は重量に弱く（１００～２００ｋｇ程度の鋼材が適性）、
また横揺れによって鋼材と鋼材との固定が緩むという問題があった。一方、鋼材と鋼材と
を溶接する方法は溶接の際に高温の火花を散らすことになり、工事の際の火災の危険が増
加する。また溶接の際に鋼材を高温で加熱することになるため鋼材の強度を低下させてし
まう。さらに、鋼材と鋼材とを分離する際に分離が困難となってしまう。
【０００４】
　本考案は、上述した問題点に鑑み重い鋼材を強固に固定することができて且つ安全性に
優れた鋼材支持具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記目的を達成するために本考案は、上面から底面に貫通する貫孔部が設けられた第１の
支持具と、前記第１の支持具の上面又は底面に溶接される断面コ字形状の第２の支持具か
らなることを特徴としている。
【０００６】
　この構成によると、第２の支持具の端部が鋼材に接することにより鋼材支持具が回転す
ることがないので、横揺れに強い鋼材支持具となる。
【０００７】
また本考案は、上記構成の鋼材支持具において、前記貫孔部は、前記第２の支持具の端部
同士を結んでなる線分を高さ方向にのみ平行移動した線分が前記貫孔部の前記第２の支持
具に対して最も開放面側の一点に接する位置に設けられていることが望ましい。
【０００８】
　この構成によると、貫孔部は、第２の支持具の端部同士を結んでなる線分を高さ方向に
のみ平行移動した線分が、貫孔部の第２の支持具に対して最も開放面側の一点に接する位
置に設けられているためボルトを挿入する際に鋼材の位置によりボルトを挿入することが
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できないということが発生しない。さらに貫孔部３にボルトを挿入したときにボルトが鋼
材に接することになるので鋼材と鋼材とをより強固に固定することができる。
【０００９】
また本考案は、上記構成の鋼材支持具において、前記第２の支持具は端部に向かって、高
さ方向の厚みが薄くなっていくことが望ましい。
【００１０】
　この構成によると、第２の支持具は端部に向かって高さ方向の厚みが薄くなっていくた
め、鋼材の表面に凹凸が存在していてもそれによって鋼材支持具が浮くことがない。
【００１１】
　また本考案は、上記構成の鋼材支持具において、前記貫孔部にボルトを挿入してナット
により締め付け固定することが望ましい。
【００１２】
　この構成によると、ボルトとナットにより鋼材と鋼材とを上下から強固に固定すること
ができる。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案によると、第２の支持具の端部が鋼材に接することにより鋼材支持具が回転する
ことがないので、横揺れに強い鋼材支持具となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】は、本考案の第１実施形態の鋼材支持具の構造を示す側面図である。
【図２】は、本考案の第１実施形態の鋼材支持具の構造を示す正面図である。
【図３】は、本考案の第１実施形態の鋼材支持具の構造を示す底面図である。
【図４】は、本考案の第１実施形態の鋼材支持具の別の例の構造を示す底面図である。
【図５】は、本考案の第２実施形態の鋼材支持具の構造を示す側面図である。
【図６】は、本考案の第２実施形態の鋼材支持具の使用例を示す斜視図である。
【図７】は、従来の鋼材支持具の構造を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１５】
[第１実施形態]
　以下に本考案の実施形態について図面を参照して説明する。図１、図２、図３は本考案
の第１実施形態の鋼材支持具を示す側面図、正面図及び底面図である。まずは図１及び図
２を参照して説明する。本実施形態の鋼材支持具２０は第１の支持具１と断面コ字形状の
第２の支持具２からなる。本実施形態において第２の支持具２は第１の支持具１の底面１
ｂに溶接されているが、第２の支持具２は第１の支持具１の上面１ａに溶接することとし
てもよい。第２の支持具２は一つの部材を第１の支持具１の外周に沿って屈曲させて断面
コ字形状に形成されており、長尺部２ａと短尺部２ｂと短尺部２ｃとからなる。
【００１６】
　次に図３を参照して説明する。本実施形態の鋼材支持具２０の第１の支持具１には上面
から底面に貫通する貫孔部３が設けられており、ボルトを挿入することができるようにな
っている。貫孔部３は第２の支持具２の端部同士（短尺部２ｂの端部２ｄと短尺部２ｃの
端部２ｅ）を結んでなる線分（Ｌ）を高さ方向にのみ平行移動した線分が、貫孔部３の第
２の支持具２に対して最も開放面側の一点（Ｐ）に接する位置に設けられている。なお、
第２の支持具２の端部とは短尺部２ｂの端部と短尺部２ｃの端部とを含む概念である。短
尺部２ｂの端部及び短尺部２ｃの端部とは短尺部２ｂ及び短尺部２ｃの第２の支持具２に
対して最も開放面側（すなわち長尺部２ａの対面側）の一点（端部２ｄ及び端部２ｅ）を
いう。
【００１７】
短尺部２ｂの長さ（Ｓ１）と短尺部２ｃの長さ（Ｓ２）は固定する鋼材によって長さを変
えることができる。また、短尺部２ｂの長さ（Ｓ１）と短尺部２ｃの長さ(Ｓ２)とは同じ
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長さである必要はなく、状況に応じて異なる長さとしてもよい。なお、第２の支持具２を
第１の支持具１の外周に沿って屈曲させて断面コ字形状に形成させる際には図４に示すよ
うにやや丸みを帯びたコ字形状（或いはＵ字形状）の第２の支持具２としてもよく、また
、二つの短尺部を有し、該二つの短尺部が鋼材に接して鋼材支持具２０が回転することを
防ぐことができる形状であればその他の形状であってもよい。
【００１８】
本実施形態によると、第２の支持具２が鋼材にしっかりと接することにより鋼材支持具２
０が回転することがないので、横揺れに強い鋼材支持具２０となる。また、貫孔部３は第
２の支持具２の端部同士を結んでなる線分を高さ方向にのみ平行移動した線分が、貫孔部
３の第２の支持具２に対して最も開放面側の一点に接する位置に設けられているためボル
トを挿入する際に鋼材の位置によりボルトを挿入することができないということが発生し
ない。さらに貫孔部３にボルトを挿入したときにボルトが鋼材に接することになるので鋼
材と鋼材とをより強固に固定するため、２００ｋｇ以上の鋼材であってもしっかりと固定
することができる。
【００１９】
[第２実施形態]
　図５は本考案の第２実施形態の鋼材支持具の構造を示す側面図である。本実施形態にお
いて第２の支持具２の短尺部２ｂと短尺部２ｃとはその端部に向かってやや傾斜しており
、短尺部２ｃにおける長尺部２a側の高さ方向の厚み(Ｈ１)よりも端部側の高さ方向の厚
み(Ｈ２)のほうが薄くなっている。短尺部２ｃも同様に端部に向かって、高さ方向の厚み
が薄くなっていっている。その他の構成は実施形態１と同様であるため説明を省略する。
【００２０】
図６は本考案の第２実施形態の鋼材支持具２０の使用例を示す斜視図である。鋼材Ｘと鋼
材Ｙを固定する場合には、鋼材支持具の第１の支持具の底面と鋼材Ｘとが接し、且つ、鋼
材支持具の第２の支持具の底面と鋼材Ｙとが接するように鋼材支持具を載置する。第２の
支持具の厚みは鋼材Ｘの厚みに応じて変えることが望ましい。鋼材支持具に設けられた貫
孔部に挿入されたボルトは鋼材Ｙに設けられた貫孔部を通って貫通する。そしてナットに
より締め付けることで鋼材Ｘと鋼材Ｙは強固に固定される。
【００２１】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様の効果を得ることができる。加えて、第２の
支持具２は端部に向かって高さ方向の厚みが薄くなっていくため、鋼材の表面に凹凸が存
在していてもそれによって鋼材支持具２０が浮くことがない。
【００２２】
　本考案の鋼材支持具を形成するための材料としては鉄鋼、ステンレス鋼、アルミ、アル
ミ合金等の金属材料、フェノール樹脂、ポリイミド樹脂、ユリア樹脂、ポリカーボネート
、スチレン系樹脂などの硬質樹脂があげられるが、これに限定されず本考案の趣旨を逸脱
しない限りにおいて種々の材料を使用することができる。
【００２３】
本考案の鋼材支持具は鋼材以外の重量物又は／及び軽量物を固定する際にも好適に使用で
きる。また固定する際に貫孔部に挿入するボルトはどのような材質、形状のボルトを使用
してもよく、また、ボルト以外の固定具を使用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本考案は鋼材と鋼材とを固定する鋼材支持具に利用することができる。
【符号の説明】
【００２５】
１・・・第１の支持具、２・・・第２の支持具、３・・・貫孔部、２０・・・鋼材支持具
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